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2 東京書籍 東  書◆ 英語
Ａ４

※ 502のみAB

262

9 開隆堂出版 開隆堂◆ 英語
ＡＢ

292

11 学校図書 学  図◆ 英語
Ａ４

320

15 三省堂 三省堂◆ 英語
ＡＢ

280

17 教育出版 教  出◆ 英語
ＡＢ

292

38 光村図書 光　村◆ 英語
ＡＢ

324

61
新興出版社

啓林館
啓林館◆ 英語

ＡＢ
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「
別

紙
３

」
　

【
（

２
）

構
成

上
の

工
夫

】
　

（
小

学
校

　
保

健
）

発
行

者
ア
　
冊
子
の
つ
く
り
、
教
材
配
列

イ
　
表
記
、
表
現

ウ
　
章
扉
・
章
末

エ
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
実
現
に
向
け
た
工
夫

オ
　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

　
デ
ザ
イ
ン
の
視
点

カ
　
デ
ジ
タ
ル
コ
ン

テ
ン
ツ
の
扱
い

キ
　
そ
の
他

東
書

・
原
則
１
項
目
４
ペ
ー
ジ
構
成

・
５
ペ
ー
ジ
構
成
（
第
５
学
年
第

３
時
、
第
８
時
）

・
６
ペ
ー
ジ
構
成
（
第
３
学
年
第

１
時
、
第
４
学
年
第
１
時
、
第

３
・
４
時
、
第
６
学
年
第
３
・
４

時
）

・
漢
字
は
当
該
学
年
配
当
漢

字
を
使
用
し
て
い
る
。

・
当
該
学
年
以
降
に
学
習
す

る
漢
字
に
は
振
り
仮
名
を
付

け
て
い
る
。

・
章
扉
の
「
つ
な
げ
よ
う
」
は
、
そ
の
章

の
学
習
内
容
と
他
教
科
と
の
関
連
を

示
し
て
い
る
。

・
「
学
習
の
進
め
方
」
を
各
項
目
の
冒

頭
で
提
示
し
て
い
る
。

・
章
末
の
「
学
習
を
ふ
り
返
ろ
う
」
は
、

学
習
内
容
を
整
理
し
、
知
識
の
定
着
を

図
る
た
め
の
記
述
欄
を
設
定
し
て
い

る
。

・
学
習
の
流
れ
を
「
ス
テ
ッ
プ
１

（
気
づ
く
・
見
つ
け
る
）
」
「
ス

テ
ッ
プ
２
（
調
べ
る
・
解
決
す

る
）
」
「
ス
テ
ッ
プ
３
（
深
め
る
・
伝

え
る
）
」
「
ス
テ
ッ
プ
４
（
ま
と
め

る
・
生
か
す
）
」
で
構
成
し
て
い

る
。

・
構
成
や
デ
ザ
イ
ン

な
ど
を
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

観
点
に
配
慮
し
て
作

成
し
て
い
る
。

・
ＩＣ
Ｔ
を
活
用
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
デ

ジ
タ
ル
教
材
で
学

習
で
き
る
よ
う
、

マ
ー
ク
や
二
次
元

コ
ー
ド
を
示
し
て
い

る
。

・
学
習
内
容
を
広
げ
た
り
、
深
め
た
り
す
る
た
め
に
、
「
資
料
」
と
い
う
ペ
ー
ジ
を
設
定
し
て

い
る
。

・
専
門
的
な
用
語
等
の
解
説
に
は
、
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
。

・
知
っ
て
お
く
と
役
立
つ
知
識
は
、
「
ま
め
ち
し
き
」
と
い
う
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
。

・
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
実
験

に
は
、
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
。

・
学
習
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
実
習

に
は
、
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
。

大
日

本

・
原
則
１
項
目
２
ペ
ー
ジ
構
成

・
４
ペ
ー
ジ
構
成
（
第
３
学
年
第

２
時
、
第
４
学
年
第
３
時
、
第
６

学
年
第
２
時
）

・
漢
字
は
当
該
学
年
配
当
漢

字
の
１
学
年
下
の
も
の
を
使

用
し
て
い
る
。

・
当
該
学
年
以
降
に
学
習
す

る
漢
字
に
は
振
り
仮
名
を
付

け
て
い
る
。

・
章
扉
の
「
学
習
ゲ
ー
ム
」
は
、
児
童
が

ゲ
ー
ム
を
行
う
こ
と
で
自
然
と
学
習
の

課
題
に
気
付
き
、
意
欲
的
に
取
り
組
め

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

・
章
末
の
「
学
習
の
ま
と
め
」
は
、
学
習

内
容
を
整
理
し
、
知
識
の
定
着
を
図
る

た
め
の
記
述
欄
を
設
定
し
て
い
る
。

・
学
習
の
流
れ
を
「
課
題
を
つ

か
も
う
」
「
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

通
し
て
課
題
を
解
決
し
よ
う
」

「
活
用
し
て
深
め
よ
う
」
「
ま
と

め
よ
う
」
「
毎
日
の
生
活
に
活

か
そ
う
」
で
構
成
し
て
い
る
。

・
構
成
や
デ
ザ
イ
ン

な
ど
を
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

観
点
に
配
慮
し
て
作

成
し
て
い
る
。

・
ＩＣ
Ｔ
を
活
用
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
デ

ジ
タ
ル
教
材
で
学

習
で
き
る
よ
う
、

マ
ー
ク
や
二
次
元

コ
ー
ド
を
示
し
て
い

る
。

・
他
学
年
の
学
習
内
容
や
他
教
科
と
の
関
連
に
は
、
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
。

・
学
習
内
容
を
広
げ
た
り
、
深
め
た
り
す
る
た
め
に
、
「
も
っ
と
知
り
た
い
！
」
と
い
う
ペ
ー

ジ
を
設
定
し
て
い
る
。

・
知
っ
て
お
く
と
役
立
つ
知
識
は
、
「
ミ
ニ
ち
し
き
」
と
い
う
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
。

・
家
で
取
り
組
み
た
い
活
動
、
地
域
で
取
り
組
み
た
い
活
動

に
は
、
マ
ー
ク
を
付
け
て
い

る
。

文
教

社

・
原
則
２
ペ
ー
ジ
及
び
３
ペ
ー
ジ

構
成

・
４
ペ
ー
ジ
構
成
（
第
３
学
年
第

２
・
３
時
、
第
４
学
年
第
３
・
４

時
、
第
６
学
年
第
２
時
）

・
漢
字
は
当
該
学
年
配
当
漢

字
を
使
用
し
て
い
る
。

・
当
該
学
年
以
降
に
学
習
す

る
漢
字
に
は
振
り
仮
名
を
付

け
て
い
る
。

・
章
扉
の
「
動
機
付
け
ペ
ー
ジ
」
は
、
児

童
が
見
通
し
を
も
っ
て
学
習
に
入
れ
る

よ
う
に
、
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
場
面
を
記

載
し
て
い
る
。

・
章
末
の
「
み
ん
な
で
宣
言
し
よ
う
！
」

は
、
学
習
し
た
こ
と
、
理
解
し
た
こ
と
を

「
宣
言
」
と
し
て
記
述
す
る
欄
を
設
定
し

て
い
る
。

・
学
習
の
流
れ
を
「
い
ろ
い
ろ

な
活
動
（
ふ
り
返
っ
て
み
よ
う
・

話
し
合
っ
て
み
よ
う
・
考
え
て

み
よ
う
・
調
べ
て
み
よ
う
・
や
っ

て
み
よ
う
）
」
「
新
し
い
自
分
に

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
」
で
構
成
し
て

い
る
。

・
構
成
や
デ
ザ
イ
ン

な
ど
を
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

観
点
に
配
慮
し
て
作

成
し
て
い
る
。

・
IC
T
を
活
用
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
学

習
で
き
る
よ
う
、
二

次
元
コ
ー
ド
を
示
し

て
い
る
。

・
学
習
内
容
を
広
げ
た
り
、
深
め
た
り
す
る
た
め
に
、
「
も
っ
と
く
わ
し
く
！
」
「
も
っ
と
知
り
た

い
！
」
と
い
う
ペ
ー
ジ
を
設
定
し
て
い
る
。

・
知
っ
て
お
く
と
役
立
つ
知
識
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
「
つ
ぶ
や
き
く
ん
」
と
い
う
マ
ー
ク
を
付

け
て
い
る
。

・
学
習
に
関
連
す
る
情
報

に
は
、
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
。

光
文

・
原
則
１
項
目
２
ペ
ー
ジ
構
成

・
３
ペ
ー
ジ
構
成
（
第
４
学
年
第

３
時
、
第
５
学
年
第
３
時
、
第
６

学
年
第
２
時
）

・
４
ペ
ー
ジ
構
成
（
第
３
学
年
第

１
時
、
第
４
学
年
第
１
時
・
４
時
、

第
５
学
年
第
１
時
）

・
漢
字
は
当
該
学
年
配
当
漢

字
を
使
用
し
て
い
る
。

・
当
該
学
年
以
降
に
学
習
す

る
漢
字
に
は
振
り
仮
名
を
付

け
て
い
る
。

・
章
扉
の
「
ス
ト
ー
リ
ー
形
式
」
は
、
児

童
が
学
習
内
容
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

よ
う
、
イ
ラ
ス
ト
と
会
話
で
示
し
て
い
る
。

・
章
末
の
「
学
習
の
ま
と
め
」
は
、
知
識

の
定
着
を
図
り
な
が
ら
、
学
ん
だ
こ
と
を

自
分
の
生
活
に
ど
う
生
か
し
た
い
か
を

考
え
る
設
問
を
設
定
し
て
い
る
。

・
学
習
の
流
れ
を
「
自
分
の
生

活
を
ふ
り
返
る
」
「
学
習
課
題
を

つ
か
む
」
「
課
題
解
決
に
向
け

て
、
学
習
活
動
を
す
る
」
「
学
習

を
ま
と
め
る
」
「
自
分
の
生
活
に

生
か
す
・
伝
え
る
」
で
構
成
し
て

い
る
。

・
構
成
や
デ
ザ
イ
ン

な
ど
を
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

観
点
に
配
慮
し
て
作

成
し
て
い
る
。

・
ＩＣ
Ｔ
を
活
用
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
デ

ジ
タ
ル
教
材
で
学

習
で
き
る
よ
う
、

マ
ー
ク
や
二
次
元

コ
ー
ド
を
示
し
て
い

る
。

・
他
学
年
の
学
習
内
容
や
他
教
科
と
の
関
連
に
は
、
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
。

・
学
習
内
容
を
広
げ
た
り
、
深
め
た
り
す
る
た
め
に
、
「
広
げ
よ
う
深
め
よ
う
」
と
い
う
ペ
ー

ジ
を
設
定
し
て
い
る
。

・
専
門
的
な
用
語
等
の
解
説
に
は
、
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
。

・
知
っ
て
お
く
と
役
立
つ
知
識
は
、
「
ま
め
ち
し
き
」
と
い
う
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
。

・
学
習
内
容
に
関
わ
り
の
あ
る
仕
事
を
す
る
人
に
つ
い
て
は
、
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
。

・
学
習
内
容
の
理
解
を
深
め
る
科
学
的
な
資
料

に
は
、
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
。

学
研

・
原
則
１
項
目
２
ペ
ー
ジ
構
成

・
４
ペ
ー
ジ
構
成
（
第
５
学
年
第

７
時
）

・
６
ペ
ー
ジ
構
成
（
第
５
学
年
第

３
時
）

・
漢
字
は
当
該
学
年
配
当
漢

字
を
使
用
し
て
い
る
。

・
当
該
学
年
以
降
に
学
習
す

る
漢
字
に
は
振
り
仮
名
を
付

け
て
い
る
。

・
章
扉
で
、
保
健
の
「
見
方
・
考
え
方
」

を
働
か
せ
て
学
習
に
取
り
組
む
「
学
習

の
進
め
方
」
を
示
し
て
い
る
。

・
章
末
の
「
ふ
り
返
る
・
深
め
る
・
つ
な

げ
る
」
は
、
習
得
し
た
知
識
の
確
認
、

学
習
活
動
の
振
り
返
り
、
思
考
・
判
断

し
た
こ
と
を
記
述
す
る
欄
を
設
定
し
て

い
る
。

・
学
習
の
流
れ
を
「
つ
か
む
」

「
考
え
る
・
調
べ
る
」
「
ま
と
め

る
・
深
め
る
」
と
「
本
文
」
で
構

成
し
て
い
る
。

・
構
成
や
デ
ザ
イ
ン

な
ど
を
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

観
点
に
配
慮
し
て
作

成
し
て
い
る
。

・
ＩＣ
Ｔ
を
活
用
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
デ

ジ
タ
ル
教
材
で
学

習
で
き
る
よ
う
、

マ
ー
ク
や
二
次
元

コ
ー
ド
を
示
し
て
い

る
。

・
他
学
年
の
学
習
内
容
や
他
教
科
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
。

・
学
習
内
容
を
広
げ
た
り
、
深
め
た
り
す
る
た
め
に
、
「
も
っ
と
知
り
た
い
・
調
べ
た
い
」
と

い
う
ペ
ー
ジ
を
設
定
し
て
い
る
。

・
専
門
的
な
用
語
等
の
解
説
に
は
、
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
。

・
家
庭
や
地
域
で
取
り
組
み
た
い
活
動

に
は
、
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
。

・
学
習
内
容
の
理
解
を
深
め
る
科
学
的
な
資
料

に
は
、
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
。

・
「
じ
っ
け
ん
・
実
習
・
技
能
」
に
は
、
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
。

※
「

ア
　

冊
子

の
つ

く
り

・
教

材
配

列
」

の
第

○
学

年
第

○
時

は
、

「
○

ペ
ー

ジ
構

成
」

の
ど

の
学

年
に

該
当

し
て

い
る

か
を

示
し

て
い

る
。
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１ 調査の対象となる教科書の冊数と発行者

冊 数 発 行 者

15冊  東書、開隆堂、学図、三省堂、教出、光村、啓林館 

２ 学習指導要領における教科・分野の目標等

【外国語科の目標】

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読む

こと、話すこと、書くことの言語活動を通して、コミュニケーションを図る基礎となる資質・能力

を次のとおり育成することを目指す。

(1) 外国語の音声や文字、語彙、表現、文構造、言語の働きなどについて、日本語と外国語との違

いに気付き、これらの知識を理解するとともに、読むこと、書くことに慣れ親しみ、聞くこと、

読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な技

能を身に付けるようにする。 

(2) コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、身近で簡単な事柄について、聞い

たり話したりするとともに、音声で十分に慣れ親しんだ外国語の語彙や基本的な表現を推測しな

がら読んだり、語順を意識しながら書いたりして、自分の考えや気持ちなどを伝え合うことがで

きる基礎的な力を養う。 

(3) 外国語の背景にある文化に対する理解を深め、他者に配慮しながら、主体的に外国語を用いて

コミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

【参考：小学校学習指導要領解説外国語活動・外国語編「第２部 外国語 第１章 総説 ２ 外国

語科導入の趣旨と要点」 から（抜粋）】

（１）外国語科導入の趣旨

今回の高学年の外国語科の導入に当たっては，中央教育審議会答申を踏まえ，次のような，これま

での成果と課題等を踏まえた改善を図った。

・グローバル化が急速に進展する中で，外国語によるコミュニケーション能力は，これまでのよう

に一部の業種や職種だけでなく，生涯にわたる様々な場面で必要とされることが想定され，その

能力の向上が課題となっている。 

・平成20年改訂の学習指導要領は，小・中・高等学校で一貫した外国語教育を実施することにより，

外国語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，積極的に外国語を用いてコミュニケーション

を図ろうとする態度や，情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりする力を身に付けさ

せることを目標として掲げ，「聞くこと」，「話すこと」，「読むこと」，「書くこと」などを総合的

に育成することをねらいとして改訂され，様々な取組を通じて指導の充実が図られてきた。 

・小学校では，平成23年度から高学年において外国語活動が導入され，その充実により，児童の高

い学習意欲，中学生の外国語教育に対する積極性の向上といった成果が認められている。一方で，

①音声中心で学んだことが，中学校の段階で音声から文字への学習に円滑に接続されていない，

②日本語と英語の音声の違いや英語の発音と綴りの関係，文構造の学習において課題がある，③

高学年は，児童の抽象的な思考力が高まる段階であり，より体系的な学習が求められることなど

が課題として指摘されている。 

・また，小学校から各学校段階における指導改善による成果が認められるものの，学年が上がるに

つれて児童生徒の学習意欲に課題が生じるといった状況や，学校種間の接続が十分とは言えず，

進級や進学をした後に，それまでの学習内容や指導方法等を発展的に生かすことができないとい

った状況も見られている。 

・こうした成果と課題を踏まえ，今回の改訂では，小学校中学年から外国語活動を導入し，「聞く

こと」，「話すこと」を中心とした活動を通じて外国語に慣れ親しみ外国語学習への動機付けを高

めた上で，高学年から発達の段階に応じて段階的に文字を「読むこと」，「書くこと」を加えて総

合的・系統的に扱う教科学習を行うとともに，中学校への接続を図ることを重視することとして

いる。
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１ 調査の対象となる教科書の冊数と発行者

冊 数 発 行 者 の 略 称

15冊 東書、開隆堂、学図、三省堂、教出、光村、啓林館

２ 学習指導要領における教科・分野の目標等

【外国語科の目標】

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読む

こと、話すこと、書くことの言語活動を通して、コミュニケーションを図る基礎となる資質・能力

を次のとおり育成することを目指す。

(1) 外国語の音声や文字、語彙、表現、文構造、言語の働きなどについて、日本語と外国語との違

いに気付き、これらの知識を理解するとともに、読むこと、書くことに慣れ親しみ、聞くこと、

読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な技

能を身に付けるようにする。

(2) コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、身近で簡単な事柄について、聞い

たり話したりするとともに、音声で十分に慣れ親しんだ外国語の語彙や基本的な表現を推測しな

がら読んだり、語順を意識しながら書いたりして、自分の考えや気持ちなどを伝え合うことがで

きる基礎的な力を養う。

(3) 外国語の背景にある文化に対する理解を深め、他者に配慮しながら、主体的に外国語を用いて

コミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

【参考：小学校学習指導要領解説外国語活動・外国語編「第２部 外国語 第１章 総説 ２ 外国

語科導入の趣旨と要点」 から（抜粋）】

（１）外国語科導入の趣旨

今回の高学年の外国語科の導入に当たっては，中央教育審議会答申を踏まえ，次のような，これま

での成果と課題等を踏まえた改善を図った。

・グローバル化が急速に進展する中で，外国語によるコミュニケーション能力は，これまでのよう

に一部の業種や職種だけでなく，生涯にわたる様々な場面で必要とされることが想定され，その

能力の向上が課題となっている。

・平成20年改訂の学習指導要領は，小・中・高等学校で一貫した外国語教育を実施することにより，

外国語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，積極的に外国語を用いてコミュニケーション

を図ろうとする態度や，情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりする力を身に付けさ

せることを目標として掲げ，「聞くこと」，「話すこと」，「読むこと」，「書くこと」などを総合的

に育成することをねらいとして改訂され，様々な取組を通じて指導の充実が図られてきた。

・小学校では，平成23年度から高学年において外国語活動が導入され，その充実により，児童の高

い学習意欲，中学生の外国語教育に対する積極性の向上といった成果が認められている。一方で，

①音声中心で学んだことが，中学校の段階で音声から文字への学習に円滑に接続されていない，

②日本語と英語の音声の違いや英語の発音と綴りの関係，文構造の学習において課題がある，③

高学年は，児童の抽象的な思考力が高まる段階であり，より体系的な学習が求められることなど

が課題として指摘されている。

・また，小学校から各学校段階における指導改善による成果が認められるものの，学年が上がるに

つれて児童生徒の学習意欲に課題が生じるといった状況や，学校種間の接続が十分とは言えず，

進級や進学をした後に，それまでの学習内容や指導方法等を発展的に生かすことができないとい

った状況も見られている。

・こうした成果と課題を踏まえ，今回の改訂では，小学校中学年から外国語活動を導入し，「聞く

こと」，「話すこと」を中心とした活動を通じて外国語に慣れ親しみ外国語学習への動機付けを高

めた上で，高学年から発達の段階に応じて段階的に文字を「読むこと」，「書くこと」を加えて総

合的・系統的に扱う教科学習を行うとともに，中学校への接続を図ることを重視することとして

いる。

３ 教科書の調査研究 

（１） 内容 

ア 調査研究の総括表（調査結果は「別紙１」） 

調査研究事項（調査研究の対象） 対象の根拠（目標等） 数値データの単位

ａ 「聞くこと」「読むこと」「話すこと［やり取り］」

「話すこと［発表］」「書くこと」の五つの領域別に

設定されている活動の数

外国語科の目標 個 

ｂ 音声に十分に慣れ親しませたり、文字には名称と

音があることに気付かせたりするために設定されて

いる活動（チャンツ・歌）の数

小学校学習指導要領解説外国

語活動・外国語編「第２部 外

国語 第２章 外国語科の目

標及び内容  第２節  英語 

３ 指導計画の作成と内容の

取扱い(2)イ」 

個 

ｃ 言語活動を行うために必要な語彙や表現等を定着

 させるために設定されている活動（ゲーム）の数

小学校学習指導要領解説外国

語活動・外国語編「第２部 外

国語 第２章 外国語科の目

標及び内容  第２節  英語  

３ 指導計画の作成と内容の

取扱い(1)ウ」 

個 

ｄ 巻末又は別冊の語彙リストに掲載されている語

の数

小学校学習指導要領解説外国

語活動・外国語編「第２部 外

国語 第２章 外国語科の目

標及び内容  第２節  英語 

２ 内容(1)ウ

個

イ 調査項目の具体的な内容 

① 調査項目の具体的な内容

ｂ 音声に十分に慣れ親しませたり、文字には名称と音があることに気付かせたりするため

に設定されている活動（チャンツ・歌）のテーマ（タイトル）（調査結果は「別紙２－１」） 

ｃ 言語活動を行うために必要な語彙や表現等を定着させるために設定されている活動（ゲ

 ーム）の名称（○○ゲーム、○○クイズ等）（調査結果は「別紙２－１」） 

＜その他＞ 

＊1 北朝鮮による拉致問題の扱い 

＊2 防災や自然災害の扱い（調査結果は「別紙２－２」） 

＊3 オリンピック・パラリンピックの扱い（調査結果は「別紙２－３」） 

② 調査対象事項を設定した理由等

・ 新学習指導要領では、音声指導に当たっては、日本語との違いに留意しながら、発音練

習などを通して、現代の標準的な発音、語と語の連結による音の変化、語や句、文におけ

る基本的な強勢、文における基本的なイントネーション、文における基本的な区切りを指

導することとしている。このことから、音声指導を行うためのチャンツ・歌の数及びテー

マを調査対象とする。（ｂ）  

・ 新学習指導要領では、実際に英語を使用して互いの考えや気持ちを伝え合うなどの言語

活動を行う際は、そこで使用する語彙や表現等の言語材料について理解したり練習したり

するための指導を、必要に応じて行うこととしている。ゲームは、児童の興味・関心を喚

起しながら語彙や表現等を定着させるために効果的である。このことから、ゲームの数と

ともに、その名称についても調査対象とする。（ｃ） 
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１ 調査の対象となる教科書の冊数と発行者

冊 数 発 行 者

15冊 東書、開隆堂、学図、三省堂、教出、光村、啓林館

２ 学習指導要領における教科・分野の目標等

【外国語科の目標】

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読む

こと、話すこと、書くことの言語活動を通して、コミュニケーションを図る基礎となる資質・能力

を次のとおり育成することを目指す。

(1) 外国語の音声や文字、語彙、表現、文構造、言語の働きなどについて、日本語と外国語との違

いに気付き、これらの知識を理解するとともに、読むこと、書くことに慣れ親しみ、聞くこと、

読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な技

能を身に付けるようにする。

(2) コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、身近で簡単な事柄について、聞い

たり話したりするとともに、音声で十分に慣れ親しんだ外国語の語彙や基本的な表現を推測しな

がら読んだり、語順を意識しながら書いたりして、自分の考えや気持ちなどを伝え合うことがで

きる基礎的な力を養う。

(3) 外国語の背景にある文化に対する理解を深め、他者に配慮しながら、主体的に外国語を用いて

コミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

【参考：小学校学習指導要領解説外国語活動・外国語編「第２部 外国語 第１章 総説 ２ 外国

語科導入の趣旨と要点」 から（抜粋）】

（１）外国語科導入の趣旨

今回の高学年の外国語科の導入に当たっては，中央教育審議会答申を踏まえ，次のような，これま

での成果と課題等を踏まえた改善を図った。

・グローバル化が急速に進展する中で，外国語によるコミュニケーション能力は，これまでのよう

に一部の業種や職種だけでなく，生涯にわたる様々な場面で必要とされることが想定され，その

能力の向上が課題となっている。

・平成20年改訂の学習指導要領は，小・中・高等学校で一貫した外国語教育を実施することにより，

外国語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，積極的に外国語を用いてコミュニケーション

を図ろうとする態度や，情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりする力を身に付けさ

せることを目標として掲げ，「聞くこと」，「話すこと」，「読むこと」，「書くこと」などを総合的

に育成することをねらいとして改訂され，様々な取組を通じて指導の充実が図られてきた。

・小学校では，平成23年度から高学年において外国語活動が導入され，その充実により，児童の高

い学習意欲，中学生の外国語教育に対する積極性の向上といった成果が認められている。一方で，

①音声中心で学んだことが，中学校の段階で音声から文字への学習に円滑に接続されていない，

②日本語と英語の音声の違いや英語の発音と綴りの関係，文構造の学習において課題がある，③

高学年は，児童の抽象的な思考力が高まる段階であり，より体系的な学習が求められることなど

が課題として指摘されている。

・また，小学校から各学校段階における指導改善による成果が認められるものの，学年が上がるに

つれて児童生徒の学習意欲に課題が生じるといった状況や，学校種間の接続が十分とは言えず，

進級や進学をした後に，それまでの学習内容や指導方法等を発展的に生かすことができないとい

った状況も見られている。

・こうした成果と課題を踏まえ，今回の改訂では，小学校中学年から外国語活動を導入し，「聞く

こと」，「話すこと」を中心とした活動を通じて外国語に慣れ親しみ外国語学習への動機付けを高

めた上で，高学年から発達の段階に応じて段階的に文字を「読むこと」，「書くこと」を加えて総

合的・系統的に扱う教科学習を行うとともに，中学校への接続を図ることを重視することとして

いる。
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＜その他＞ 

・ 東京都教育委員会は、教育目標の基本方針１として「人権尊重の精神と社会貢献の精神の育成」

を掲げ人権教育を推進してきた観点から、児童・生徒が人権尊重の理念を正しく理解できるよう

にするため、北朝鮮による拉致問題の扱いについて、調査する。（＊1） 

・ 東京都では、自然災害における被害を最小化し、首都機能の迅速な復旧を図る総合的なリスク

マネジメント方策の確立が喫緊の課題であり、防災教育の普及等により地域の防災力の向上が重

要であることから、防災や自然災害における関係機関の役割等について考察させることを通じて、

これらの問題を正しく理解できるようにするため、防災や、自然災害時における関係機関の役割

等の扱いについて調査する。（＊2） 

・ 東京都教育委員会教育目標の基本方針２・３に基づき、文化・スポーツに親しみ、国際社会に

貢献できる日本人を育成するという観点から、オリンピック・パラリンピックの扱いについて調

査する。（＊3） 

③ 調査研究の方法

各単元において設定されている活動を「聞くこと」「読むこと」「話すこと［やり取り］」

「話すこと［発表］」「書くこと」の五つの領域別に分類し、各学年における配置の状況を整

理するとともに、チャンツ・歌、ゲームがどのように配置されているかを整理する。 

＜その他＞ 

＊1 北朝鮮による拉致問題について取り上げている項目及び記述の概要を調査する。 

＜ 調査の結果、＊1については記載の無いことを確認した。＞
＊2 防災や、自然災害について取り上げている項目及び記述の概要を調査する。 

 ＊3 オリンピック、パラリンピックについて取り上げている項目及び記述の概要を調査する。 

（２）　構成上の工夫（調査結果は「別紙３」） 

　以下の観点について記載する。 

ア 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた工夫 

イ 「読むこと」「書くこと」への配慮（フォント、４線） 

ウ 「書くこと」に役立つ情報（アルファベット表、アルファベットカード、ローマ字表）の掲載

エ 様々な活動に役立つイラスト付き単語カード 

オ デジタルコンテンツの扱い 
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＜その他＞

・ 東京都教育委員会は、教育目標の基本方針１として「人権尊重の精神と社会貢献の精神の育成」

を掲げ人権教育を推進してきた観点から、児童・生徒が人権尊重の理念を正しく理解できるよう

にするため、北朝鮮による拉致問題の扱いについて、調査する。（＊1）

・ 東京都では、自然災害における被害を最小化し、首都機能の迅速な復旧を図る総合的なリスク

マネジメント方策の確立が喫緊の課題であり、防災教育の普及等により地域の防災力の向上が重

要であることから、防災や自然災害における関係機関の役割等について考察させることを通じて、

これらの問題を正しく理解できるようにするため、防災や、自然災害時における関係機関の役割

等の扱いについて調査する。（＊2）

・ 東京都教育委員会教育目標の基本方針２・３に基づき、文化・スポーツに親しみ、国際社会に

貢献できる日本人を育成するという観点から、オリンピック・パラリンピックの扱いについて調

査する。（＊3）

③ 調査研究の方法

各単元において設定されている活動を「聞くこと」「読むこと」「話すこと［やり取り］」

「話すこと［発表］」「書くこと」の五つの領域別に分類し、各学年における配置の状況を整

理するとともに、チャンツ・歌、ゲームがどのように配置されているかを整理する。

＜その他＞

＊1 北朝鮮による拉致問題について取り上げている項目及び記述の概要を調査する。

＜ 調査の結果、＊1については記載の無いことを確認した。＞
＊2 防災や、自然災害について取り上げている項目及び記述の概要を調査する。

＊3 オリンピック、パラリンピックについて取り上げている項目及び記述の概要を調査する。

（２）構成上の工夫（調査結果は「別紙３」）

以下の観点について記載する。

ア 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた工夫

イ 「読むこと」「書くこと」への配慮（フォント、４線）

ウ 「書くこと」に役立つ情報（アルファベット表、アルファベットカード、ローマ字表）

の掲載

エ 様々な活動に役立つイラスト付き単語カード

オ デジタルコンテンツの扱い

「
別

紙
１

」
【

（
１

）
内

容
　

ア
　

調
査

研
究

の
総

括
表

】
（

小
学

校
　

英
語

）

ａ
ｄ

読
む

こ
と

話
す

こ
と

［
や

り
取

り
］

話
す

こ
と

［
発

表
］

書
く
こ

と
計

テ
ー

マ
ご

と
の

一
覧

表
形

式

東
書

1
0
6

1
5
1

1
8

1
0
0

5
1
1

6
6
2

開
隆

堂
3
5

4
9

2
8

4
8

2
7
6

学
図

6
1

5
7

2
1

6
7

3
2
1

5
1
8

三
省

堂
6
9

1
8

7
9

1
8

1
3

1
9
7

2
9

1
4

5
1
3

教
出

1
3

3
8

1
4

1
3

1
2
7

3
4
7

光
村

1
5

2
8

2
6

3
6

1
4
5

5
9
2

啓
林

館
3
8

2
0

1
1
4

4
5

4
2
5

5
5
2

平
均

値
4
0
.9

6
0
.3

3
4
.1

4
6
.0

2
8
6
.0

5
3
0
.7

※
　

平
均

値
は

、
項

目
ご

と
の

各
発

行
者

の
平

均
を

小
数

第
二

位
で

四
捨

五
入

し
た

値
を

示
し

て
い

る
。

ａ ｂ ｃ ｄ

6
2
0
.0

4
9
.4

0

1
0
4
.74
9

1
6

2
5

2
0
8

音
声

に
十

分
に

慣
れ

親
し

ま
せ

た
り

、
文

字
に

は
名

称
と

音
が

あ
る

こ
と

に
気

付
か

せ
た

り
す

る
た

め
に

設
定

さ
れ

て
い

る
活

動
（
チ

ャ
ン

ツ
・
歌

）
の

数
を

、
マ

ー
ク

等
に

よ
り

カ
ウ

ン
ト

し
た

。

言
語

活
動

を
行

う
た

め
に

必
要

な
語

彙
や

表
現

等
を

定
着

さ
せ

る
た

め
に

設
定

さ
れ

て
い

る
活

動
（
ゲ

ー
ム

）
の

数
を

カ
ウ

ン
ト

し
た

（
「
～

ゲ
ー

ム
」
「
～

ク
イ

ズ
」
と

明
記

さ
れ

て
い

る
も

の
）
。

「
聞

く
こ

と
」
「
読

む
こ

と
」
「
話

す
こ

と
［
や

り
取

り
］
」
「
話

す
こ

と
［
発

表
］
」
「
書

く
こ

と
」
の

そ
れ

ぞ
れ

の
領

域
を

扱
う

た
め

に
設

定
さ

れ
て

い
る

活
動

の
数

を
、

教
科

書
に

示
さ

れ
て

い
る

マ
ー

ク
に

よ
り

カ
ウ

ン
ト

し
た

。
（
た

だ
し

、
「
読

ん
で

書
く
」
の

よ
う

に
二

つ
の

領
域

を
扱

っ
て

い
る

場
合

は
、

「
読

む
こ

と
」
と

「
書

く
こ

と
」
の

両
方

の
領

域
の

活
動

と
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

カ
ウ

ン
ト

し
た

。
）

1
9
.0

チ
ャ

ン
ツ

・
歌

の
数

7
2

5

2
0

ゲ
ー

ム
の

数

巻
末

ま
た

は
別

冊
の

語
彙

リ
ス

ト
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
語

の
数

索
引

形
式

巻
末

又
は

別
冊

の
語

彙
リ

ス
ト

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

語
の

数
を

カ
ウ

ン
ト

し
た

（
た

だ
し

、
異

学
年

で
同

ジ
ャ

ン
ル

の
中

に
同

じ
語

が
扱

わ
れ

て
い

る
場

合
や

、
人

名
は

除
い

て
カ

ウ
ン

ト
し

た
）
。

  
  
項
目

発
行

者
聞

く
こ

と

「
聞

く
こ

と
」
「
読

む
こ

と
」
「
話

す
こ

と
［
や

り
取

り
］
」
「
話

す
こ

と
［
発

表
］
」
「
書

く
こ

と
」
の

五
つ

の
領

域
別

に
設

定
さ

れ
て

い
る

活
動

の
数

4
2

5
7
5

6
6
5

3
8

4
0

1
1
5

1
1
6

5
8

ｂ
ｃ

4
0

1
3
6

7
1

4
9
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＜その他＞ 

・ 東京都教育委員会は、教育目標の基本方針１として「人権尊重の精神と社会貢献の精神の育成」

を掲げ人権教育を推進してきた観点から、児童・生徒が人権尊重の理念を正しく理解できるよう

にするため、北朝鮮による拉致問題の扱いについて、調査する。（＊1） 

・ 東京都では、自然災害における被害を最小化し、首都機能の迅速な復旧を図る総合的なリスク

マネジメント方策の確立が喫緊の課題であり、防災教育の普及等により地域の防災力の向上が重

要であることから、防災や自然災害における関係機関の役割等について考察させることを通じて、

これらの問題を正しく理解できるようにするため、防災や、自然災害時における関係機関の役割

等の扱いについて調査する。（＊2） 

・ 東京都教育委員会教育目標の基本方針２・３に基づき、文化・スポーツに親しみ、国際社会に

貢献できる日本人を育成するという観点から、オリンピック・パラリンピックの扱いについて調

査する。（＊3） 

③ 調査研究の方法

各単元において設定されている活動を「聞くこと」「読むこと」「話すこと［やり取り］」

「話すこと［発表］」「書くこと」の五つの領域別に分類し、各学年における配置の状況を整

理するとともに、チャンツ・歌、ゲームがどのように配置されているかを整理する。 

＜その他＞ 

＊1 北朝鮮による拉致問題について取り上げている項目及び記述の概要を調査する。 

＜ 調査の結果、＊1については記載の無いことを確認した。＞
＊2 防災や、自然災害について取り上げている項目及び記述の概要を調査する。 

 ＊3 オリンピック、パラリンピックについて取り上げている項目及び記述の概要を調査する。 

（２）　構成上の工夫（調査結果は「別紙３」） 

　以下の観点について記載する。 

ア 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた工夫 

イ 「読むこと」「書くこと」への配慮（フォント、４線） 

ウ 「書くこと」に役立つ情報（アルファベット表、アルファベットカード、ローマ字表）の掲載

エ 様々な活動に役立つイラスト付き単語カード 

オ デジタルコンテンツの扱い 
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「
別

紙
２

－
１

」
　

【
　
(
１
)
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の

具
体
的
な
内
容
　
　
発
行
者
　
東
書
　
】
(
小
学
校
　
英
語
)

 
　

　
 
 
 
 
項

目

学
年

ｂ
ｃ

ゲ
ー
ム
の
名
称
（
○

○
ゲ
ー
ム
、
○
○
ク
イ
ズ
）

5

【
歌

】
N
i
c
e
 
t
o
 
m
e
e
t
 
y
o
u
.

H
a
p
p
y
 
B
i
r
t
h
d
a
y
!

W
h
a
t
 
d
o
 
y
o
u
 
h
a
v
e
 
o
n
 
M
o
n
d
a
y
s
?

T
h
i
s
 
i
s
 
m
y
 
t
o
w
n
.

E
x
c
u
s
e
 
m
e
.

W
h
a
t
 
w
o
u
l
d
 
y
o
u
 
l
i
k
e
?

Y
o
k
o
s
o
!

M
y
 
H
e
r
o

6

【
歌

】
H
e
l
l
o
,
e
v
e
r
y
o
n
e
.

M
y
 
D
a
y

I
 
w
a
n
t
 
t
o
 
g
o
 
t
o
 
I
t
a
l
y
.

W
e
 
l
o
v
e
 
s
u
m
m
e
r
 
v
a
c
a
t
i
o
n
.

W
e
 
a
l
l
 
l
i
v
e
 
t
o
g
e
t
h
e
r
.

W
h
a
t
 
d
i
d
 
y
o
u
 
e
a
t
?

F
o
u
r
 
S
e
a
s
o
n
s

M
y
 
F
u
t
u
r
e
 
D
r
e
a
m

【
チ

ャ
ン

ツ
】

H
o
w
 
d
o
 
y
o
u
 
s
p
e
l
l
 
y
o
u
r
 
n
e
m
e
?

W
h
a
t
 
s
p
o
r
t
 
d
o
 
y
o
u
 
l
i
k
e
?

W
h
e
n
 
i
s
 
y
o
u
r
 
b
i
r
t
h
d
a
y
?

W
h
a
t
 
d
o
 
y
o
u
 
w
a
n
t
?

W
h
a
t
 
d
o
 
y
o
u
 
w
a
n
t
 
t
o
 
s
t
u
d
y
?

W
h
a
t
 
d
o
 
y
o
u
 
w
a
n
t
 
t
o
 
b
e
?

W
h
o
 
i
s
 
t
h
i
s
?

I
 
c
a
n
 
s
w
i
m
.

C
a
n
 
y
o
u
 
s
w
i
m
 
f
a
s
t
?

S
h
e
 
c
a
n
 
s
i
n
g
 
w
e
l
l
.

G
o
 
s
t
r
a
i
g
h
t
.

T
u
r
n
 
r
i
g
h
t
.

I
'
d
 
l
i
k
e
 
a
 
h
a
m
b
u
r
g
e
r
.

H
o
w
 
m
u
c
h
 
i
s
 
i
t
?

W
h
y
 
d
o
 
y
o
u
 
l
i
k
e
 
w
i
n
t
e
r
?

W
h
a
t
 
d
o
 
y
o
u
 
d
o
 
o
n
 
N
e
w
 
Y
e
a
r
'
s
 
D
a
y
?

W
h
o
 
i
s
 
y
o
u
r
 
h
e
r
o
?

W
h
y
 
i
s
 
h
e
 
y
o
u
r
 
h
e
r
o
?

【
チ

ャ
ン

ツ
】

W
h
e
r
e
 
a
r
e
 
y
o
u
 
f
r
o
m
?

W
h
e
r
e
 
d
o
 
y
o
u
 
l
i
v
e
?

W
h
e
r
e
 
d
o
 
y
o
u
 
w
a
n
t
 
t
o
 
g
o
?

D
i
d
 
y
o
u
 
e
n
j
o
y
 
c
a
m
p
i
n
g
?

S
e
a
 
t
u
r
t
l
e
s
,
 
s
e
a
 
t
u
r
t
l
e
s
,
 
w
h
e
r
e
 
d
o

y
o
u
 
l
i
v
e
?

A
r
e
 
y
o
u
 
h
u
n
g
r
y
?

W
h
a
t
 
i
s
 
y
o
u
r
 
b
e
s
t
 
m
e
m
o
r
y
?

W
h
a
t
 
d
o
 
y
o
u
 
w
a
n
t
 
t
o
 
d
o
 
i
n
 
j
u
n
i
o
r

h
i
g
h
 
s
c
h
o
o
l
?

ワ
ー

ド
ゲ

ー
ム

日
本

の
年

中
行

事
に

つ
い

て
の

ク
イ

ズ
４

コ
ー

ナ
ー

ゲ
ー

ム

ワ
ー

ド
ゲ

ー
ム

P
o
i
n
t
 
a
n
d
 
S
a
y
 
G
a
m
e

チ
ャ
ン
ツ
・
歌
の
テ
ー
マ
（
タ
イ
ト

ル
）
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「
別

紙
２

－
１

」
　

【
　
(
１
)
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の

具
体
的
な
内
容
　
　
発
行
者
　
開
隆
堂
　
】
(
小
学
校
　
英
語
)

 
　

　
　

 
項

目

学
年

ｂ
ｃ

ゲ
ー

ム
の

名
称

（
○

○
ゲ

ー
ム

、
○

○
ク

イ
ズ

）

5

【
歌

】
H
e
l
l
o
 
S
o
n
g

A
B
C
 
S
o
n
g

T
w
e
l
v
e
 
M
o
n
t
h
s

S
u
n
d
a
y
,
 
M
o
n
d
a
y
,
 
T
u
e
s
d
a
y

T
w
e
n
t
y
 
S
t
e
p
s

H
u
n
d
r
e
d
 
S
o
n
g

A
B
C
 
S
o
n
g

J
i
n
g
l
e
 
1

a
b
c
d
 
S
o
n
g
（

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
の

音
）

a
b
c
d
 
R
a
p
（

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
の

音
）

6

【
歌

】
T
w
i
n
k
l
e
,
 
T
w
i
n
k
l
e
,
 
L
i
t
t
l
e
 
S
t
a
r

J
i
n
g
l
e
 
2

a
b
c
d
 
S
o
n
g

a
e
i
o
u
 
J
i
n
g
l
e

a
b
c
d
 
R
a
p
（

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
の

音
）

R
h
y
m
i
n
g
 
S
o
n
g
（

ラ
イ

ミ
ン

グ
ソ

ン
グ

）

【
チ

ャ
ン

ツ
】

教
科

チ
ャ

ン
ツ

建
物

チ
ャ

ン
ツ

W
h
e
r
e
 
i
s
 
y
o
u
r
 
t
r
e
a
s
u
r
e
?
チ

ャ
ン

ツ
o
n
 
t
h
e
 
d
e
s
k
チ

ャ
ン

ツ
友

だ
ち

チ
ャ

ン
ツ

十
二

支
チ

ャ
ン

ツ
W
h
a
t
 
w
o
u
l
d
 
y
o
u
 
l
i
k
e
?
チ

ャ
ン

ツ
１

W
h
a
t
 
w
o
u
l
d
 
y
o
u
 
l
i
k
e
?
チ

ャ
ン

ツ
２

I
t
'
s
 
f
o
m
o
u
s
 
f
o
r
チ

ャ
ン

ツ

キ
ー

ワ
ー

ド
・

ゲ
ー

ム
ミ

ッ
シ

ン
グ

・
ゲ

ー
ム

ポ
イ

ン
テ

ィ
ン

グ
・

ゲ
ー

ム
教

科
名

当
て

ク
イ

ズ
W
h
o
 
a
m
 
I
ク

イ
ズ

時
間

割
ク

イ
ズ

ス
リ

ー
ヒ

ン
ト

・
ク

イ
ズ

ミ
ス

テ
リ

ー
ボ

ッ
ク

ス
・

ク
イ

ズ
ラ

ッ
キ

ー
ナ

ン
バ

ー
・

ゲ
ー

ム
シ

ル
エ

ッ
ト

・
ク

イ
ズ

ス
イ

カ
わ

り
ゲ

ー
ム

一
本

橋
ゲ

ー
ム

○
×

ク
イ

ズ
「

h
e
/
s
h
e
チ

ェ
ー

ン
・

ゲ
ー

ム
」

名
産

品
ポ

イ
ン

テ
ィ

ン
グ

・
ゲ

ー
ム

【
チ

ャ
ン

ツ
】

「
朝

起
き

て
か

ら
ね

る
ま

で
」

チ
ャ

ン
ツ

「
い

つ
も

，
た

い
て

い
，

と
き

ど
き

」
チ

ャ
ン

ツ
国

名
チ

ャ
ン

ツ
W
h
e
r
e
 
d
o
 
y
o
u
 
w
a
n
t
 
t
o
 
g
o
?
チ

ャ
ン

ツ
世

界
の

有
名

な
も

の
チ

ャ
ン

ツ
W
e
l
c
o
m
e
 
t
o
 
J
a
p
a
n
チ

ャ
ン

ツ
思

い
出

チ
ャ

ン
ツ

１
「

夏
休

み
は

ど
う

だ
っ

た
」

チ
ャ

ン
ツ

思
い

出
チ

ャ
ン

ツ
２

職
業

チ
ャ

ン
ツ

１
2
0
年

後
の

同
窓

会
チ

ャ
ン

ツ
「

好
き

な
ス

ポ
ー

ツ
は

何
」

チ
ャ

ン
ツ

「
好

き
な

ス
ポ

ー
ツ

選
手

は
だ

れ
」

チ
ャ

ン
ツ 「

し
て

み
た

い
ス

ポ
ー

ツ
は

何
」

チ
ャ

ン
ツ

思
い

出
チ

ャ
ン

ツ
職

業
チ

ャ
ン

ツ
２

理
由

チ
ャ

ン
ツ

部
活

動
チ

ャ
ン

ツ
学

校
行

事
チ

ャ
ン

ツ
中

学
校

の
教

科
チ

ャ
ン

ツ

ミ
ッ

シ
ン

グ
・

ゲ
ー

ム
国

旗
ク

イ
ズ

ポ
イ

ン
テ

ィ
ン

グ
・

ゲ
ー

ム
ス

リ
ー

ヒ
ン

ト
・

ク
イ

ズ
キ

ー
ワ

ー
ド

・
ゲ

ー
ム

チ
ャ

ン
ツ

・
歌

の
テ

ー
マ

（
タ

イ
ト

ル
）
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「
別

紙
２

－
１

」
　

【
　
(
１
)
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の

具
体
的
な
内
容
　
　
発
行
者
　
東
書
　
】
(
小
学
校
　
英
語
)

 
　

　
 
 
 
 
項

目

学
年

ｂ
ｃ

ゲ
ー
ム
の
名
称
（
○

○
ゲ
ー
ム
、
○
○
ク
イ
ズ
）

5

【
歌

】
N
i
c
e
 
t
o
 
m
e
e
t
 
y
o
u
.

H
a
p
p
y
 
B
i
r
t
h
d
a
y
!

W
h
a
t
 
d
o
 
y
o
u
 
h
a
v
e
 
o
n
 
M
o
n
d
a
y
s
?

T
h
i
s
 
i
s
 
m
y
 
t
o
w
n
.

E
x
c
u
s
e
 
m
e
.

W
h
a
t
 
w
o
u
l
d
 
y
o
u
 
l
i
k
e
?

Y
o
k
o
s
o
!

M
y
 
H
e
r
o

6

【
歌

】
H
e
l
l
o
,
e
v
e
r
y
o
n
e
.

M
y
 
D
a
y

I
 
w
a
n
t
 
t
o
 
g
o
 
t
o
 
I
t
a
l
y
.

W
e
 
l
o
v
e
 
s
u
m
m
e
r
 
v
a
c
a
t
i
o
n
.

W
e
 
a
l
l
 
l
i
v
e
 
t
o
g
e
t
h
e
r
.

W
h
a
t
 
d
i
d
 
y
o
u
 
e
a
t
?

F
o
u
r
 
S
e
a
s
o
n
s

M
y
 
F
u
t
u
r
e
 
D
r
e
a
m

【
チ

ャ
ン

ツ
】

H
o
w
 
d
o
 
y
o
u
 
s
p
e
l
l
 
y
o
u
r
 
n
e
m
e
?

W
h
a
t
 
s
p
o
r
t
 
d
o
 
y
o
u
 
l
i
k
e
?

W
h
e
n
 
i
s
 
y
o
u
r
 
b
i
r
t
h
d
a
y
?

W
h
a
t
 
d
o
 
y
o
u
 
w
a
n
t
?

W
h
a
t
 
d
o
 
y
o
u
 
w
a
n
t
 
t
o
 
s
t
u
d
y
?

W
h
a
t
 
d
o
 
y
o
u
 
w
a
n
t
 
t
o
 
b
e
?

W
h
o
 
i
s
 
t
h
i
s
?

I
 
c
a
n
 
s
w
i
m
.

C
a
n
 
y
o
u
 
s
w
i
m
 
f
a
s
t
?

S
h
e
 
c
a
n
 
s
i
n
g
 
w
e
l
l
.

G
o
 
s
t
r
a
i
g
h
t
.

T
u
r
n
 
r
i
g
h
t
.

I
'
d
 
l
i
k
e
 
a
 
h
a
m
b
u
r
g
e
r
.

H
o
w
 
m
u
c
h
 
i
s
 
i
t
?

W
h
y
 
d
o
 
y
o
u
 
l
i
k
e
 
w
i
n
t
e
r
?

W
h
a
t
 
d
o
 
y
o
u
 
d
o
 
o
n
 
N
e
w
 
Y
e
a
r
'
s
 
D
a
y
?

W
h
o
 
i
s
 
y
o
u
r
 
h
e
r
o
?

W
h
y
 
i
s
 
h
e
 
y
o
u
r
 
h
e
r
o
?

【
チ

ャ
ン

ツ
】

W
h
e
r
e
 
a
r
e
 
y
o
u
 
f
r
o
m
?

W
h
e
r
e
 
d
o
 
y
o
u
 
l
i
v
e
?

W
h
e
r
e
 
d
o
 
y
o
u
 
w
a
n
t
 
t
o
 
g
o
?

D
i
d
 
y
o
u
 
e
n
j
o
y
 
c
a
m
p
i
n
g
?

S
e
a
 
t
u
r
t
l
e
s
,
 
s
e
a
 
t
u
r
t
l
e
s
,
 
w
h
e
r
e
 
d
o

y
o
u
 
l
i
v
e
?

A
r
e
 
y
o
u
 
h
u
n
g
r
y
?

W
h
a
t
 
i
s
 
y
o
u
r
 
b
e
s
t
 
m
e
m
o
r
y
?

W
h
a
t
 
d
o
 
y
o
u
 
w
a
n
t
 
t
o
 
d
o
 
i
n
 
j
u
n
i
o
r

h
i
g
h
 
s
c
h
o
o
l
?

ワ
ー

ド
ゲ

ー
ム

日
本

の
年

中
行

事
に

つ
い

て
の

ク
イ

ズ
４

コ
ー

ナ
ー

ゲ
ー

ム

ワ
ー

ド
ゲ

ー
ム

P
o
i
n
t
 
a
n
d
 
S
a
y
 
G
a
m
e

チ
ャ
ン
ツ
・
歌
の
テ
ー
マ
（
タ
イ
ト

ル
）

―278― ―277―



「
別

紙
２

－
１

」
　

【
　
(
１
)
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の

具
体
的
な
内
容
　
　
発
行
者
　
学
図
　
】
(
小
学
校
　
英
語
)

 
　

　
　

 
 
項

目

学
年

ｂ
ｃ

ゲ
ー

ム
の

名
称

（
○

○
ゲ

ー
ム

、
○

○
ク

イ
ズ

）

5

【
歌

】
T
H
E
 
B
E
A
R
 
W
E
N
T
 
O
V
E
R
 
T
H
E
 
M
O
U
N
T
A
I
N

R
A
I
N
,
 
R
A
I
N
,
 
G
O
 
A
W
A
Y

P
A
T
-
A
-
C
A
K
E

A
 
S
A
I
L
O
R
 
W
E
N
T
 
T
O
 
S
E
A

P
E
A
S
E
 
P
O
R
R
I
D
G
E
 
H
O
T

E
E
N
T
S
Y
,
 
W
E
E
N
T
S
Y
 
S
P
I
D
E
R

O
N
E
,
 
T
W
O
,
 
T
H
R
E
E
,
 
F
O
U
R
,
 
F
I
V
E

O
N
E
 
E
L
E
P
H
A
N
T
 
W
E
N
T
 
O
U
T
 
T
O
 
P
L
A
Y

T
H
I
S
 
L
I
T
T
L
E
 
P
I
G
 
W
E
N
T
 
T
O
 
M
A
R
K
E
T

O
L
D
 
M
A
C
D
O
N
A
L
D
 
H
A
D
 
A
 
F
A
R
M

6

【
歌

】
I
 
L
O
V
E
 
T
H
E
 
M
O
U
N
T
A
I
N
S

I
F
 
Y
O
U
'
R
E
 
H
A
P
P
Y

L
O
N
D
O
N
 
B
R
I
D
G
E

R
O
W
,
 
R
O
W
,
 
R
O
W
　

Y
O
U
R
 
B
O
A
T

M
A
R
Y
 
H
A
D
 
A
 
L
I
T
T
L
E
 
L
A
M
B

D
O
W
N
 
B
Y
 
T
H
E
 
B
A
Y

T
H
E
 
F
A
R
M
E
R
 
I
N
 
T
H
E
 
D
E
L
L

O
N
C
E
 
A
N
 
A
U
S
T
R
I
A
N
 
W
E
N
T
 
Y
O
D
E
L
I
N
G

T
H
I
S
 
O
L
D
 
M
A
N

S
H
E
'
L
L
 
B
E
 
C
O
M
I
N
'
R
O
U
N
D
 
T
H
E
 
M
O
U
N
T
A
I
N

【
チ

ャ
ン

ツ
】

L
,
1
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
1
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
1
 
C
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
2
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
2
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
2
 
C
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
3
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
3
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
4
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
4
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
4
 
C
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
5
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
5
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
6
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
6
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
6
 
C
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
7
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
7
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
8
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
8
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
9
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
9
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
1
0
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
1
0
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

「
２

１
を

言
っ

た
ら

負
け

」
ゲ

ー
ム

漢
字

ク
イ

ズ
「

言
っ

た
ら

負
け

ゲ
ー

ム
」

友
達

ク
イ

ズ

【
チ

ャ
ン

ツ
】

L
,
1
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
1
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
1
 
C
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
2
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
2
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
3
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
3
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
3
 
C
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
4
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
4
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
4
 
C
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
5
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
5
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
6
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
6
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
6
 
C
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
7
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
7
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
8
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
8
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
9
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
9
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
1
0
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
1
0
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

チ
ャ

ン
ツ

・
歌

の
テ

ー
マ

（
タ

イ
ト

ル
）
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「
別

紙
２

－
１

」
　

【
　
(
１
)
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の

具
体
的
な
内
容
　
　
発
行
者
　
三
省
堂
　
】
(
小
学
校
　
英
語
)

 
　

　
　

 
 
項

目

学
年

ｂ
ｃ

ゲ
ー

ム
の

名
称

（
○

○
ゲ

ー
ム

、
○

○
ク

イ
ズ

）

5

【
歌

】

6

【
歌

】

【
チ

ャ
ン

ツ
】

S
o
u
n
d
 
C
h
a
n
t
(
英

語
の

発
音

)
月 動

作
職

業
フ

レ
ー

ズ
教

科
な

ど
位

置
・

方
向

国
や

地
域

"
C
a
n
 
y
o
u
 
d
o
 
t
h
i
s
?
"
ゲ

ー
ム

動
物

自
己

紹
介

ク
イ

ズ
"
W
h
o
 
a
m
 
I
?
"
ク

イ
ズ

人
物

あ
て

ク
イ

ズ
職

業
あ

て
ク

イ
ズ

ビ
ン

ゴ
ゲ

ー
ム

先
生

あ
て

ク
イ

ズ
キ

ン
グ

を
さ

が
せ

ゲ
ー

ム
場

所
あ

て
ク

イ
ズ

【
チ

ャ
ン

ツ
】

S
o
u
n
d
 
C
h
a
n
t
(
英

語
の

発
音

)
競

技
季

節
と

学
校

行
事

e
n
j
o
y
.
.
.
で

使
う

も
の

反
対

の
意

味
に

な
る

も
の

I
t
 
i
s
.
.
.
な

ど
と

I
 
a
m
.
.
.
な

ど
乗

り
物

動
作

動
物

自
己

紹
介

ク
イ

ズ
買

い
物

ゲ
ー

ム
オ

ー
ダ

ー
ゲ

ー
ム

チ
ャ

ン
ツ

・
歌

の
テ

ー
マ

（
タ

イ
ト

ル
）

―281―

「
別

紙
２

－
１

」
　

【
　
(
１
)
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の

具
体
的
な
内
容
　
　
発
行
者
　
学
図
　
】
(
小
学
校
　
英
語
)

 
　

　
　

 
 
項

目

学
年

ｂ
ｃ

ゲ
ー

ム
の

名
称

（
○

○
ゲ

ー
ム

、
○

○
ク

イ
ズ

）

5

【
歌

】
T
H
E
 
B
E
A
R
 
W
E
N
T
 
O
V
E
R
 
T
H
E
 
M
O
U
N
T
A
I
N

R
A
I
N
,
 
R
A
I
N
,
 
G
O
 
A
W
A
Y

P
A
T
-
A
-
C
A
K
E

A
 
S
A
I
L
O
R
 
W
E
N
T
 
T
O
 
S
E
A

P
E
A
S
E
 
P
O
R
R
I
D
G
E
 
H
O
T

E
E
N
T
S
Y
,
 
W
E
E
N
T
S
Y
 
S
P
I
D
E
R

O
N
E
,
 
T
W
O
,
 
T
H
R
E
E
,
 
F
O
U
R
,
 
F
I
V
E

O
N
E
 
E
L
E
P
H
A
N
T
 
W
E
N
T
 
O
U
T
 
T
O
 
P
L
A
Y

T
H
I
S
 
L
I
T
T
L
E
 
P
I
G
 
W
E
N
T
 
T
O
 
M
A
R
K
E
T

O
L
D
 
M
A
C
D
O
N
A
L
D
 
H
A
D
 
A
 
F
A
R
M

6

【
歌

】
I
 
L
O
V
E
 
T
H
E
 
M
O
U
N
T
A
I
N
S

I
F
 
Y
O
U
'
R
E
 
H
A
P
P
Y

L
O
N
D
O
N
 
B
R
I
D
G
E

R
O
W
,
 
R
O
W
,
 
R
O
W
　

Y
O
U
R
 
B
O
A
T

M
A
R
Y
 
H
A
D
 
A
 
L
I
T
T
L
E
 
L
A
M
B

D
O
W
N
 
B
Y
 
T
H
E
 
B
A
Y

T
H
E
 
F
A
R
M
E
R
 
I
N
 
T
H
E
 
D
E
L
L

O
N
C
E
 
A
N
 
A
U
S
T
R
I
A
N
 
W
E
N
T
 
Y
O
D
E
L
I
N
G

T
H
I
S
 
O
L
D
 
M
A
N

S
H
E
'
L
L
 
B
E
 
C
O
M
I
N
'
R
O
U
N
D
 
T
H
E
 
M
O
U
N
T
A
I
N

【
チ

ャ
ン

ツ
】

L
,
1
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
1
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
1
 
C
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
2
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
2
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
2
 
C
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
3
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
3
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
4
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
4
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
4
 
C
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
5
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
5
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
6
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
6
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
6
 
C
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
7
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
7
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
8
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
8
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
9
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
9
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
1
0
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
1
0
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

「
２

１
を

言
っ

た
ら

負
け

」
ゲ

ー
ム

漢
字

ク
イ

ズ
「

言
っ

た
ら

負
け

ゲ
ー

ム
」

友
達

ク
イ

ズ

【
チ

ャ
ン

ツ
】

L
,
1
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
1
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
1
 
C
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
2
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
2
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
3
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
3
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
3
 
C
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
4
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
4
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
4
 
C
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
5
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
5
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
6
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
6
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
6
 
C
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
7
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
7
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
8
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
8
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
9
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
9
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

L
,
1
0
 
A
の

チ
ャ

ン
ツ

 
 
L
,
1
0
 
B
の

チ
ャ

ン
ツ

チ
ャ

ン
ツ

・
歌

の
テ

ー
マ

（
タ

イ
ト

ル
）

―280― ―279―



「
別

紙
２

－
１

」
　

【
　
(
１
)
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の

具
体
的
な
内
容
　
　
発
行
者
　
教
出
　
】
(
小
学
校
　
英
語
)

 
　

　
　

 
 
項

目

学
年

ｂ
ｃ

ゲ
ー

ム
の

名
称

（
○

○
ゲ

ー
ム

、
○

○
ク

イ
ズ

）

5

【
歌

】
A
B
C
 
S
o
n
g

T
w
e
l
v
e
 
M
o
n
t
h
s
 
o
f
 
t
h
e
 
y
e
a
r

T
h
e
 
S
e
v
e
n
 
D
a
y
s
 
o
f
 
t
h
e
 
W
e
e
k
.

G
e
t
 
U
p
!
 
S
o
n
g

W
h
o
 
c
a
n
 
s
k
i
?

6

【
歌

】
S
o
m
e
d
a
y

【
チ

ャ
ン

ツ
】

W
h
a
t
 
c
o
l
o
r
s
 
d
o
 
y
o
u
 
l
i
k
e
?

W
h
e
n
 
i
s
 
y
o
u
r
 
b
i
r
t
h
d
a
y
?

I
 
h
a
v
e
 
m
a
t
h
 
o
n
 
T
u
e
s
d
a
y
.

I
 
c
a
n
 
p
l
a
y
 
t
h
e
 
r
e
c
o
r
d
e
r
.

I
 
c
a
n
 
c
o
o
k
.

H
e
 
c
a
n
 
s
w
i
m
 
w
e
l
l
.
 
S
h
e
 
c
a
n
 
J
u
m
p

h
i
g
h
.

W
h
e
r
e
 
d
o
 
y
o
u
 
w
a
n
t
 
t
o
 
g
o
?

W
h
a
t
 
w
o
u
l
d
 
y
o
u
 
l
i
k
e
?

W
h
e
r
e
 
i
s
 
t
h
e
 
s
t
a
t
i
o
n
?

W
h
o
 
i
s
 
y
o
u
r
 
d
r
e
a
m
 
f
r
i
e
n
d
?

月
の

名
前

当
て

ゲ
ー

ム
メ

モ
リ

ー
・

ゲ
ー

ム
数

字
ク

イ
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
・

ゲ
ー

ム
動

物
な

り
き

り
ク

イ
ズ

行
っ

て
み

た
い

都
道

府
県

に
つ

い
て

の
ク

イ
ズ

ボ
ン

ゴ
・

ゲ
ー

ム
友

達
を

当
て

る
ク

イ
ズ

W
h
o
 
i
s
 
k
i
n
d
?
ゲ

ー
ム

【
チ

ャ
ン

ツ
】

W
h
a
t
 
d
o
 
y
o
u
 
l
i
k
e
?

W
e
l
c
o
m
e
 
t
o
 
m
y
 
t
o
w
n
.

W
h
a
t
 
d
o
 
y
o
u
 
l
i
k
e
 
a
b
o
u
t
 
J
a
p
a
n
?

W
h
a
t
 
d
i
d
 
y
o
u
 
d
o
?

W
h
a
t
 
c
o
u
n
t
r
y
 
d
o
 
y
o
u
 
w
a
n
t
 
t
o
 
v
i
s
i
t
?

W
h
a
t
 
s
p
o
r
t
s
 
d
o
 
y
o
u
 
w
a
n
t
 
t
o
 
t
r
y
?

W
h
a
t
'
s
 
y
o
u
r
 
b
e
s
t
 
m
e
m
o
r
y
?

W
h
a
t
 
d
o
 
y
o
u
 
w
a
n
t
 
t
o
 
b
e
?

W
h
a
t
 
c
l
u
b
 
d
o
 
y
o
u
 
w
a
n
t
 
t
o
 
j
o
i
n
?

ビ
ン

ゴ
・

ゲ
ー

ム
ポ

イ
ン

テ
ィ

ン
グ

・
ゲ

ー
ム

ボ
ン

ゴ
・

ゲ
ー

ム
国

旗
ク

イ
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
・

ゲ
ー

ム

チ
ャ

ン
ツ

・
歌

の
テ

ー
マ

（
タ

イ
ト

ル
）
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「
別

紙
２

－
１

」
　

【
　
(
１
)
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の

具
体
的
な
内
容
　
　
発
行
者
　
光
村
　
】
(
小
学
校
　
英
語
)

 
　

　
　

 
 
項

目

学
年

ｂ
ｃ

ゲ
ー

ム
の

名
称

（
○

○
ゲ

ー
ム

、
○

○
ク

イ
ズ

）

5

【
歌

】
T
h
i
s
 
I
s
 
t
h
e
 
W
a
y

I
 
L
o
v
e
 
t
h
e
 
M
o
u
n
t
a
i
n
s
.

I
t
'
s
 
a
 
S
m
a
l
l
 
W
o
r
l
d

P
e
a
s
e
 
P
o
r
r
i
d
g
e
 
H
o
t

O
n
 
T
o
p
 
o
f
 
S
p
a
g
h
e
t
t
i

E
v
e
r
y
o
n
e
 
I
s
 
S
p
e
c
i
a
l

6

【
歌

】
「

あ
な

た
を

む
か

え
ら

れ
て

う
れ

し
い

な
」

と
い

う
気

持
ち

を
伝

え
る

歌
D
o
-
R
e
-
M
i

T
a
k
e
 
M
e
 
O
u
t
 
t
o
 
t
h
e
 
B
a
l
l
 
G
a
m
e

A
 
S
a
i
l
o
r
 
W
e
n
t
 
t
o
 
S
e
a

H
u
m
p
t
y
 
D
u
m
p
t
y

S
i
n
g

B
r
i
n
g
 
H
a
p
p
i
n
e
s
s
 
t
o
 
t
h
e
 
W
o
r
l
d
.

O
v
e
r
 
t
h
e
 
R
a
i
n
b
o
w
.

I
 
T
h
i
n
k
 
Y
o
u
'
r
e
 
W
o
n
d
e
r
f
u
l

【
チ

ャ
ン

ツ
】

H
o
w
 
d
o
 
y
o
u
 
s
p
e
l
l
 
i
t
?

I
 
l
i
k
e
 
r
e
d
.

W
h
e
n
 
i
s
 
y
o
u
r
 
b
i
r
t
h
d
a
y
?

I
 
w
a
n
t
 
a
 
p
i
n
k
 
p
e
n
c
i
l
 
c
a
s
e
.

W
h
a
t
 
s
u
b
j
e
c
t
s
 
d
o
 
y
o
u
 
l
i
k
e
?

I
 
h
a
v
e
 
m
a
t
h
,
 
m
u
s
i
c
,
 
a
n
d
 
E
n
g
l
i
s
h
.

I
 
a
l
w
a
y
s
 
d
o
 
m
y
 
h
o
m
e
w
o
r
k
.

W
h
a
t
 
t
i
m
e
 
d
o
 
y
o
u
 
g
e
t
 
u
p
?

C
a
n
 
y
o
u
 
r
i
d
e
 
a
 
b
i
c
y
c
l
e
?

H
e
 
c
a
n
 
p
l
a
y
 
b
a
s
e
b
a
l
l
.

Y
o
u
 
c
a
n
 
v
i
s
i
t
 
R
o
m
e
.

W
h
e
r
e
 
d
o
 
y
o
u
 
w
a
n
t
 
t
o
 
g
o
?

W
h
a
t
 
w
o
u
l
d
 
y
o
u
 
l
i
k
e
?

H
o
w
 
m
a
c
h
 
i
s
 
i
t
?

W
h
e
r
e
 
i
s
 
m
y
 
c
u
p
?

W
h
e
r
e
 
i
s
 
t
h
e
 
s
t
a
t
i
o
n
?

S
h
e
 
i
s
 
a
 
s
i
n
g
e
r
.

H
e
 
i
s
 
s
m
a
r
t
.

「
3
0
は

ア
ウ

ト
」

ゲ
ー

ム
キ

ー
ワ

ー
ド

ゲ
ー

ム
ポ

イ
ン

テ
ィ

ン
グ

ゲ
ー

ム
「

誕
生

日
プ

レ
ゼ

ン
ト

ゲ
ー

ム
」

ジ
ェ

ス
チ

ャ
ー

ゲ
ー

ム
「

G
o
 
f
i
s
h
!
ゲ

ー
ム

」
ミ

ッ
シ

ン
グ

ゲ
ー

ム
「

暗
号

ゲ
ー

ム
」

お
は

じ
き

ゲ
ー

ム

【
チ

ャ
ン

ツ
】

I
'
m
 
f
r
o
m
 
A
u
s
t
r
a
l
i
a
.

I
'
m
 
g
o
o
d
 
a
t
 
r
u
n
n
i
n
g
.

I
n
 
s
p
r
i
n
g
,
w
e
 
h
a
v
e
 
C
h
i
l
d
r
e
n
'
s
 
D
a
y
.

Y
o
u
 
c
a
n
 
s
e
e
 
t
h
e
 
p
a
r
a
d
e
.

D
o
 
y
o
u
 
w
a
n
t
 
t
o
 
w
a
t
c
h
 
w
r
e
s
t
l
i
n
g
?

I
 
w
a
n
t
 
t
o
 
w
a
t
c
h
 
r
u
g
b
y
.

I
 
w
e
n
t
 
t
o
 
t
h
e
 
m
o
u
n
t
a
i
n
s
.

I
t
 
w
a
s
 
g
r
e
a
t
.

I
 
w
a
n
t
 
n
e
w
 
s
h
o
e
s
.

S
h
e
 
i
s
 
k
i
n
d
 
a
n
d
 
g
e
n
t
l
e
.

W
e
 
d
o
n
'
t
 
h
a
v
e
 
a
n
 
a
q
u
a
r
i
u
m
.

W
e
 
c
a
n
 
e
n
j
o
y
 
f
i
s
h
i
n
g
.

M
y
 
b
e
s
t
 
m
e
m
o
r
y
 
i
s
 
o
u
r
 
s
c
h
o
o
l
 
t
r
i
p
.

W
h
a
t
 
d
o
 
y
o
u
 
w
a
n
t
 
t
o
 
b
e
?

I
 
w
a
n
t
 
t
o
 
b
e
 
a
 
z
o
o
 
k
e
e
p
e
r
.

I
 
w
a
n
t
 
t
o
 
j
o
i
n
 
t
h
e
 
s
c
i
e
n
c
e
 
c
l
u
b
.

キ
ー

ワ
ー

ド
ゲ

ー
ム

ス
リ

ー
ヒ

ン
ト

ク
イ

ズ
メ

モ
リ

ー
ゲ

ー
ム

ポ
イ

ン
テ

ィ
ン

グ
ゲ

ー
ム

予
想

当
て

ゲ
ー

ム
「

行
っ

た
，

見
た

，
食

べ
た

，
作

っ
た

，
楽

し
ん

だ
」

ゲ
ー

ム
ジ

ェ
ス

チ
ャ

ー
ク

イ
ズ

人
物

当
て

ク
イ

ズ
ビ

ン
ゴ

ゲ
ー

ム
夢

の
町

づ
く

り
カ

ー
ド

ゲ
ー

ム
ご

当
地

当
て

ク
イ

ズ
「

ど
ち

ら
が

先
か

」
ゲ

ー
ム

連
想

ゲ
ー

ム
ビ

ン
ゴ

ゲ
ー

ム
職

業
当

て
ク

イ
ズ

ポ
イ

ン
テ

ィ
ン

グ
ゲ

ー
ム

ラ
ッ

キ
ー

カ
ー

ド
ゲ

ー
ム

お
は

じ
き

ゲ
ー

ム

チ
ャ

ン
ツ

・
歌

の
テ

ー
マ

（
タ

イ
ト

ル
）

―283―

「
別

紙
２

－
１

」
　

【
　
(
１
)
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の

具
体
的
な
内
容
　
　
発
行
者
　
教
出
　
】
(
小
学
校
　
英
語
)

 
　

　
　

 
 
項

目

学
年

ｂ
ｃ

ゲ
ー

ム
の

名
称

（
○

○
ゲ

ー
ム

、
○

○
ク

イ
ズ

）

5

【
歌

】
A
B
C
 
S
o
n
g

T
w
e
l
v
e
 
M
o
n
t
h
s
 
o
f
 
t
h
e
 
y
e
a
r

T
h
e
 
S
e
v
e
n
 
D
a
y
s
 
o
f
 
t
h
e
 
W
e
e
k
.

G
e
t
 
U
p
!
 
S
o
n
g

W
h
o
 
c
a
n
 
s
k
i
?

6

【
歌

】
S
o
m
e
d
a
y

【
チ

ャ
ン

ツ
】

W
h
a
t
 
c
o
l
o
r
s
 
d
o
 
y
o
u
 
l
i
k
e
?

W
h
e
n
 
i
s
 
y
o
u
r
 
b
i
r
t
h
d
a
y
?

I
 
h
a
v
e
 
m
a
t
h
 
o
n
 
T
u
e
s
d
a
y
.

I
 
c
a
n
 
p
l
a
y
 
t
h
e
 
r
e
c
o
r
d
e
r
.

I
 
c
a
n
 
c
o
o
k
.

H
e
 
c
a
n
 
s
w
i
m
 
w
e
l
l
.
 
S
h
e
 
c
a
n
 
J
u
m
p

h
i
g
h
.

W
h
e
r
e
 
d
o
 
y
o
u
 
w
a
n
t
 
t
o
 
g
o
?

W
h
a
t
 
w
o
u
l
d
 
y
o
u
 
l
i
k
e
?

W
h
e
r
e
 
i
s
 
t
h
e
 
s
t
a
t
i
o
n
?

W
h
o
 
i
s
 
y
o
u
r
 
d
r
e
a
m
 
f
r
i
e
n
d
?

月
の

名
前

当
て

ゲ
ー

ム
メ

モ
リ

ー
・

ゲ
ー

ム
数

字
ク

イ
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
・

ゲ
ー

ム
動

物
な

り
き

り
ク

イ
ズ

行
っ

て
み

た
い

都
道

府
県

に
つ

い
て

の
ク

イ
ズ

ボ
ン

ゴ
・

ゲ
ー

ム
友

達
を

当
て

る
ク

イ
ズ

W
h
o
 
i
s
 
k
i
n
d
?
ゲ

ー
ム

【
チ

ャ
ン

ツ
】

W
h
a
t
 
d
o
 
y
o
u
 
l
i
k
e
?

W
e
l
c
o
m
e
 
t
o
 
m
y
 
t
o
w
n
.

W
h
a
t
 
d
o
 
y
o
u
 
l
i
k
e
 
a
b
o
u
t
 
J
a
p
a
n
?

W
h
a
t
 
d
i
d
 
y
o
u
 
d
o
?

W
h
a
t
 
c
o
u
n
t
r
y
 
d
o
 
y
o
u
 
w
a
n
t
 
t
o
 
v
i
s
i
t
?

W
h
a
t
 
s
p
o
r
t
s
 
d
o
 
y
o
u
 
w
a
n
t
 
t
o
 
t
r
y
?

W
h
a
t
'
s
 
y
o
u
r
 
b
e
s
t
 
m
e
m
o
r
y
?

W
h
a
t
 
d
o
 
y
o
u
 
w
a
n
t
 
t
o
 
b
e
?

W
h
a
t
 
c
l
u
b
 
d
o
 
y
o
u
 
w
a
n
t
 
t
o
 
j
o
i
n
?

ビ
ン

ゴ
・

ゲ
ー

ム
ポ

イ
ン

テ
ィ

ン
グ

・
ゲ

ー
ム

ボ
ン

ゴ
・

ゲ
ー

ム
国

旗
ク

イ
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
・

ゲ
ー

ム

チ
ャ

ン
ツ

・
歌

の
テ

ー
マ

（
タ

イ
ト

ル
）

―282― ―281―



「
別

紙
２

－
１

」
　

【
　
(
１
)
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の

具
体
的
な
内
容
　
　
発
行
者
　
啓
林
館
　
】
(
小
学
校
　
英
語
)

 
　

　
　

 
 
項

目

学
年

ｂ
ｃ

ゲ
ー

ム
の

名
称

（
○

○
ゲ

ー
ム

、
○

○
ク

イ
ズ

）

5

【
歌

】
M
o
n
t
h
s
 
o
f
 
t
h
e
 
Y
e
a
r

A
B
C
 
S
o
n
g

S
u
n
d
a
y
,
M
o
n
d
a
y
,
T
u
e
s
d
a
y

6

【
歌

】

【
チ

ャ
ン

ツ
】

自
己

し
ょ

う
か

い
・

ロ
ー

マ
字

行
事

・
た

ん
じ

ょ
う

日
学

校
生

活
・

教
科

１
日

の
生

活
で

き
る

こ
と

身
近

な
人

の
し

ょ
う

か
い

行
き

た
い

国
位

置
・

場
所

料
理

・
金

額

チ
ャ

ン
ツ

・
歌

の
テ

ー
マ

（
タ

イ
ト

ル
）

【
チ

ャ
ン

ツ
】

自
己

し
ょ

う
か

い
日

本
の

し
ょ

う
か

い
自

分
た

ち
の

町
・

地
域

夏
休

み
の

思
い

出
週

末
の

で
き

ご
と

小
学

校
の

思
い

出
将

来
の

夢
・

職
業

中
学

校
生

活
・

部
活

動

―284――282―



「
別

紙
２

－
２

」
　

　
【

防
災

や
自

然
災

害
の

扱
い

】
　

（
　

小
学

校
　

英
語

　
）

発
行

者
名

「
教

材
名

」
【
掲

載
方

法
】

東
書

「
学

び
方

み
ぃ

つ
け

た
２

　
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

」
　

【
広

域
避

難
場

所
（
E
va

c
u
at

io
n
 A

re
a）

、
非

常
口

（
E
X
IT

）
の

写
真

】
<
５

年
Ｐ

3
6
>

開
隆

堂

学
図

「
英

語
が

使
わ

れ
て

い
る

い
ろ

い
ろ

な
シ

ー
ン

」
【
避

難
場

所
（
E
M

E
R

G
E
N

C
Y

E
V

A
C

U
A

T
IO

N
 A

R
E
A

）
、

津
波

注
意

（
B

E
A

R
E
A

T
. 
T
U

N
A

M
I 
A

R
E
A

）
の

写
真

】
<
５

年
見

返
し

>

三
省

堂

教
出

「
L
e
t'
s 

R
e
ad

 a
n
d 

A
c
t①

大
事

な
こ

と
を

覚
え

て
お

こ
う

」
【
"
D

R
O

P
!"

"
 C

O
V

E
R

!"
"
 H

O
L
D

 O
N

!"
の

マ
ー

ク
】

【
"
D

o
n
't
 p

u
sh

."
"
D

o
n
't
 r

u
n
."

"
D

o
n
't

ta
lk

."
"
D

o
n
't
 g

o
 b

ac
k.

"
の

イ
ラ

ス
ト

】
<
５

年
Ｐ

4
4
>

光
村

「
英

語
の

歌
 B

ri
n
g 

H
ap

pi
n
e
ss

 t
o
 t

h
e

W
o
rl
d」

【
歌

詞
】

【
写

真
】

【
本

文
】

啓
林

館

・
1
9
9
5
年

の
阪

神
・
淡

路
大

震
災

の
直

後
に

作
ら

れ
た

「
し

あ
わ

せ
運

べ
る

よ
う

に
」
と

い
う

歌
で

す
。

東
北

や
熊

本
な

ど
日

本
の

被
災

地
で

歌
い

つ
が

れ
て

い
る

だ
け

で
な

く
、

海
外

で
も

、
英

語
の

歌
詞

で
歌

わ
れ

て
い

ま
す

。
英

語
の

歌
を

聞
い

た
後

、
日

本
語

の
歌

も
聞

き
、

感
じ

た
こ

と
を

話
し

て
み

ま
し

ょ
う

。
<
６

年
P

8
9
>

記
述

の
概

要
（
学

年
　

掲
載

ペ
ー

ジ
）
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「
別

紙
２

－
１

」
　

【
　
(
１
)
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の

具
体
的
な
内
容
　
　
発
行
者
　
啓
林
館
　
】
(
小
学
校
　
英
語
)

 
　

　
　

 
 
項

目

学
年

ｂ
ｃ

ゲ
ー

ム
の

名
称

（
○

○
ゲ

ー
ム

、
○

○
ク

イ
ズ

）

5

【
歌

】
M
o
n
t
h
s
 
o
f
 
t
h
e
 
Y
e
a
r

A
B
C
 
S
o
n
g

S
u
n
d
a
y
,
M
o
n
d
a
y
,
T
u
e
s
d
a
y

6

【
歌

】

【
チ

ャ
ン

ツ
】

自
己

し
ょ

う
か

い
・

ロ
ー

マ
字

行
事

・
た

ん
じ

ょ
う

日
学

校
生

活
・

教
科

１
日

の
生

活
で

き
る

こ
と

身
近

な
人

の
し

ょ
う

か
い

行
き

た
い

国
位

置
・

場
所

料
理

・
金

額

チ
ャ

ン
ツ

・
歌

の
テ

ー
マ

（
タ

イ
ト

ル
）

【
チ

ャ
ン

ツ
】

自
己

し
ょ

う
か

い
日

本
の

し
ょ

う
か

い
自

分
た

ち
の

町
・

地
域

夏
休

み
の

思
い

出
週

末
の

で
き

ご
と

小
学

校
の

思
い

出
将

来
の

夢
・

職
業

中
学

校
生

活
・

部
活

動

―284― ―283―



「
別

紙
２

－
３

」
　

　
【

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
扱

い
】

　
（

　
小

学
校

　
英

語
　

）

発
行

者
名

「
教

材
名

」
【
掲

載
方

法
】

東
書

「
世

界
の

地
図

や
標

識
に

つ
い

て
考

え
よ

う
」

　 　

【
ス

ポ
ー

ツ
の

ピ
ク

ト
グ

ラ
ム

】
【
本

文
】

開
隆

堂

「
チ

ャ
レ

ン
ジ

１
　

◆
時

間
が

あ
っ

た
ら

ち
ょ

う
せ

ん
◆

　
世

界
一

を
目

指
す

ス
ポ

ー
ツ

選
手

」

【
本

文
】

【
池

江
璃

花
子

さ
ん

の
写

真
】

学
図

「
W

o
rd

 L
is

t」

「
P

re
-
le

ss
o
n
 ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

の
確

認
」

「
w

o
rd

 C
o
rn

e
r①

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
競

技
」

【
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
競

技
名

】
<
５

年
Ｐ

1
4
6
、

６
年

Ｐ
1
4
2
>

【
本

文
】

【
本

文
】

【
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
競

技
の

写
真

】

三
省

堂

教
出

「
O

ly
m

pi
c
s 

an
d 

P
ar

al
ym

pi
c
s」

【
本

文
】

【
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

の
マ

ー
ク

と
競

技
名

】
【
本

文
】

光
村

「
絵

辞
典

」

「
W

h
at

 d
o
 y

o
u
 w

an
t 

to
 w

at
c
h
?」

【
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

の
マ

ー
ク

】
<
５

年
Ｐ

1
3
1
、

６
年

Ｐ
1
3
4
>

【
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

の
写

真
】

【
本

文
】

啓
林

館

「
T
h
is

 i
s 

m
y 

si
st

e
r.
」

「
I'm

 f
ro

m
 T

o
ky

o
,J

ap
an

.」

【
本

文
】

【
写

真
】

【
本

文
】

【
写

真
】

　 ・
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

で
活

や
く
す

る
選

手
の

話
を

聞
い

て
み

ま
し

ょ
う

。
<
６

年
Ｐ

4
4
>

・
名

字
と

名
前

の
順

番
は

言
語

に
よ

っ
て

さ
ま

ざ
ま

で
、

英
語

で
書

く
と

き
は

、
名

字
→

名
前

、
名

前
→

名
字

の
ど

ち
ら

で
も

か
ま

い
ま

せ
ん

。
　

2
0
1
6
年

、
リ

オ
デ

ジ
ャ

ネ
イ

ロ
の

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

で
は

、
名

字
→

名
前

の
順

で
示

さ
れ

、
名

字
は

大
文

字
、

名
前

は
頭

文
字

だ
け

が
大

文
字

で
示

さ
れ

て
い

ま
し

た
。

<
５

年
Ｐ

6
0
>

・
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

で
は

、
国

名
を

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
３

文
字

で
表

す
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
写

真
の

中
の

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
３

文
字

が
表

し
て

い
る

国
を

考
え

て
み

ま
し

ょ
う

。
<
６

年
Ｐ

1
8
>

記
述

の
概

要
（
学

年
　

掲
載

ペ
ー

ジ
）

・
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

で
は

、
よ

く
使

わ
れ

る
よ

。
＜

５
年

P
5
3
＞

・
T
h
is

 i
s 

Ik
e
e
 R

ik
ak

o
. 
S
h
e
 w

e
n
t 

to
 R

io
 d

e
 J

an
e
ir
o
 i
n
 2

0
1
6
.<

６
年

Ｐ
3
9
>

・
(4

) 
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
で

使
用

す
る

各
国

を
表

す
国

名
コ

ー
ド

で
す

。
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

を
読

ん
で

み
ま

し
ょ

う
。

<
６

年
Ｐ

1
3
>

・
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
や

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
に

つ
い

て
、

ど
の

競
技

を
見

た
い

か
、

と
な

り
の

人
と

た
ず

ね
合

い
ま

し
ょ

う
。

<
６

年
Ｐ

3
9
>

・
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

の
ポ

イ
ン

テ
ィ

ン
グ

・
ゲ

ー
ム

を
し

よ
う

。
<
６

年
Ｐ

6
6
>

・
L
e
ss

o
n
6
を

ふ
り

か
え

ろ
う

　
●

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
競

技
名

を
、

聞
い

た
り

言
っ

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
<
６

年
Ｐ

7
3
>

―286――284―



「
別

紙
３

」
　

【
（
２

）
構

成
上

の
工

夫
】
　

（
小

学
校

　
英

語
）

エ

フ
ォ

ン
ト

４
線

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
表

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
カ

ー
ド

ロ
ー

マ
字

表
工

夫

東
書

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ン

ト
を

使
用

し
て

い
る

。
・
上

か
ら

２
本

目
と

３
本

目
の

幅
が

広
く
な

っ
て

い
る

。
・
２

本
目

は
点

線
、

基
線

は
青

色
に

な
っ

て
い

る
。

有
有

有

・
ミ

シ
ン

目
が

入
っ

て
い

る
。

・
全

ユ
ニ

ッ
ト

に
二

次
元

コ
ー

ド
を

掲
載

し
、

音
声

や
動

画
を

使
え

る
よ

う
に

し
て

い
る

。

開
隆

堂

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
に

配
慮

し
て

い
る

。
・
上

か
ら

２
本

目
と

３
本

目
の

幅
が

広
く
な

っ
て

い
る

。
・
基

線
は

青
色

に
な

っ
て

い
る

。
有

有
有

・
使

用
す

る
レ

ッ
ス

ン
番

号
が

書
か

れ
て

い
る

。
・
全

レ
ッ

ス
ン

に
二

次
元

コ
ー

ド
を

掲
載

し
、

音
声

や
動

画
を

使
え

る
よ

う
に

し
て

い
る

。

学
図

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ン

ト
を

使
用

し
て

い
る

。
・
上

か
ら

２
本

目
と

３
本

目
の

幅
が

広
く
な

っ
て

い
る

。
・
基

線
は

他
と

比
べ

て
濃

い
灰

色
に

な
っ

て
い

る
。

有
無

有

・
全

レ
ッ

ス
ン

に
二

次
元

コ
ー

ド
を

掲
載

し
、

音
声

を
使

え
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

三
省

堂

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
に

配
慮

し
て

い
る

。
・
上

か
ら

２
本

目
と

３
本

目
の

幅
が

広
く
な

っ
て

い
る

。
・
基

線
は

青
色

に
な

っ
て

い
る

。
有

有
有

・
全

レ
ッ

ス
ン

に
二

次
元

コ
ー

ド
を

掲
載

し
、

音
声

を
使

え
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

教
出

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
に

配
慮

し
、

日
本

語
に

は
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ン

ト
を

使
用

し
て

い
る

。

・
上

か
ら

２
本

目
と

３
本

目
の

幅
が

広
く
な

っ
て

い
る

。
・
基

線
は

青
色

に
な

っ
て

い
る

。
有

有
有

・
使

用
す

る
レ

ッ
ス

ン
番

号
が

書
か

れ
て

い
る

。
・
ミ

シ
ン

目
が

入
っ

て
い

る
。

・
巻

頭
に

二
次

元
コ

ー
ド

を
掲

載
し

、
音

声
や

動
画

を
使

え
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

光
村

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
に

配
慮

し
、

日
本

語
に

は
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ン

ト
を

使
用

し
て

い
る

。

・
上

か
ら

２
本

目
と

３
本

目
の

幅
が

広
く
な

っ
て

い
る

。
・
基

線
は

青
色

に
な

っ
て

い
る

。
有

有
有

・
使

用
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
ご

と
に

カ
ー

ド
が

色
分

け
さ

れ
て

い
る

。

・
全

ユ
ニ

ッ
ト

に
二

次
元

コ
ー

ド
を

掲
載

し
、

音
声

や
動

画
を

使
え

る
よ

う
に

し
て

い
る

。

啓
林

館

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ン

ト
を

使
用

し
て

い
る

。
・
上

か
ら

２
本

目
と

３
本

目
の

幅
が

広
く
な

っ
て

い
る

。
・
基

線
は

青
色

に
な

っ
て

い
る

。
有

有
有

・
使

用
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
ご

と
に

カ
ー

ド
が

色
分

け
さ

れ
、

ユ
ニ

ッ
ト

番
号

が
書

か
れ

て
い

る
。

・
ミ

シ
ン

目
が

入
っ

て
い

る
。

・
全

ユ
ニ

ッ
ト

に
二

次
元

コ
ー

ド
を

掲
載

し
、

音
声

や
動

画
を

使
え

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
3
2
6

エ
　

他
の

ペ
ー

ジ
よ

り
厚

く
な

っ
て

い
る

な
ど

、
切

り
取

っ
て

活
動

に
使

用
す

る
こ

と
を

想
定

し
て

い
る

も
の

。
イ

ラ
ス

ト
の

み
、

単
語

の
み

の
カ

ー
ド

は
除

く
。

ま
た

、
人

名
や

マ
ー

ク
は

除
く
。

・
「
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
」

を
設

定
す

る
な

ど
、

児
童

が
見

通
し

を
も

っ
て

学
習

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
る

。

・
「
G

O
A

L
」
を

設
定

す
る

な
ど

、
児

童
が

見
通

し
を

も
っ

て
学

習
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

項
目

発
行

者

7
2

1
8
8

0 0

1
1
7

2
4
1

・
「
英

語
で

何
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

の
か

な
？

」
を

設
定

す
る

な
ど

、
児

童
が

見
通

し
を

も
っ

て
学

習
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

・
「
C

A
N

-
D

O
マ

ッ
プ

」
を

設
定

す
る

な
ど

、
児

童
が

見
通

し
を

も
っ

て
学

習
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

・
「
レ

ッ
ス

ン
の

目
標

」
を

設
定

す
る

な
ど

、
児

童
が

見
通

し
を

も
っ

て
学

習
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

・
「
C

A
N

-
D

O
リ

ス
ト

」
を

設
定

す
る

な
ど

、
児

童
が

見
通

し
を

も
っ

て
学

習
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

・
「
１

年
間

の
学

習
目

標
」
を

設
定

す
る

な
ど

、
児

童
が

見
通

し
を

も
っ

て
学

習
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

オ
　

デ
ジ

タ
ル

コ
ン

テ
ン

ツ
の

  
  

 扱
い

「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」
の

実
現

に
向

け
た

工
夫

枚
数

イ
　

「
読

む
こ

と
」
「
書

く
こ

と
」
へ

の
配

慮
ウ

　
「
書

く
こ

と
」
に

役
立

つ
情

報
の

掲
載

ア
様

々
な

活
動

に
役

立
つ

イ
ラ

ス
ト

付
き

単
語

カ
ー

ド

―287―

「
別

紙
２

－
３

」
　

　
【

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
扱

い
】

　
（

　
小

学
校

　
英

語
　

）

発
行

者
名

「
教

材
名

」
【
掲

載
方

法
】

東
書

「
世

界
の

地
図

や
標

識
に

つ
い

て
考

え
よ

う
」

　 　

【
ス

ポ
ー

ツ
の

ピ
ク

ト
グ

ラ
ム

】
【
本

文
】

開
隆

堂

「
チ

ャ
レ

ン
ジ

１
　

◆
時

間
が

あ
っ

た
ら

ち
ょ

う
せ

ん
◆

　
世

界
一

を
目

指
す

ス
ポ

ー
ツ

選
手

」

【
本

文
】

【
池

江
璃

花
子

さ
ん

の
写

真
】

学
図

「
W

o
rd

 L
is

t」

「
P

re
-
le

ss
o
n
 ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

の
確

認
」

「
w

o
rd

 C
o
rn

e
r①

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
競

技
」

【
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
競

技
名

】
<
５

年
Ｐ

1
4
6
、

６
年

Ｐ
1
4
2
>

【
本

文
】

【
本

文
】

【
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
競

技
の

写
真

】

三
省

堂

教
出

「
O

ly
m

pi
c
s 

an
d 

P
ar

al
ym

pi
c
s」

【
本

文
】

【
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

の
マ

ー
ク

と
競

技
名

】
【
本

文
】

光
村

「
絵

辞
典

」

「
W

h
at

 d
o
 y

o
u
 w

an
t 

to
 w

at
c
h
?」

【
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

の
マ

ー
ク

】
<
５

年
Ｐ

1
3
1
、

６
年

Ｐ
1
3
4
>

【
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

の
写

真
】

【
本

文
】

啓
林

館

「
T
h
is

 i
s 

m
y 

si
st

e
r.
」

「
I'm

 f
ro

m
 T

o
ky

o
,J

ap
an

.」

【
本

文
】

【
写

真
】

【
本

文
】

【
写

真
】

　 ・
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

で
活

や
く
す

る
選

手
の

話
を

聞
い

て
み

ま
し

ょ
う

。
<
６

年
Ｐ

4
4
>

・
名

字
と

名
前

の
順

番
は

言
語

に
よ

っ
て

さ
ま

ざ
ま

で
、

英
語

で
書

く
と

き
は

、
名

字
→

名
前

、
名

前
→

名
字

の
ど

ち
ら

で
も

か
ま

い
ま

せ
ん

。
　

2
0
1
6
年

、
リ

オ
デ

ジ
ャ

ネ
イ

ロ
の

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

で
は

、
名

字
→

名
前

の
順

で
示

さ
れ

、
名

字
は

大
文

字
、

名
前

は
頭

文
字

だ
け

が
大

文
字

で
示

さ
れ

て
い

ま
し

た
。

<
５

年
Ｐ

6
0
>

・
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

で
は

、
国

名
を

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
３

文
字

で
表

す
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
写

真
の

中
の

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
３

文
字

が
表

し
て

い
る

国
を

考
え

て
み

ま
し

ょ
う

。
<
６

年
Ｐ

1
8
>

記
述

の
概

要
（
学

年
　

掲
載

ペ
ー

ジ
）

・
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

で
は

、
よ

く
使

わ
れ

る
よ

。
＜

５
年

P
5
3
＞

・
T
h
is

 i
s 

Ik
e
e
 R

ik
ak

o
. 
S
h
e
 w

e
n
t 

to
 R

io
 d

e
 J

an
e
ir
o
 i
n
 2

0
1
6
.<

６
年

Ｐ
3
9
>

・
(4

) 
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
で

使
用

す
る

各
国

を
表

す
国

名
コ

ー
ド

で
す

。
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

を
読

ん
で

み
ま

し
ょ

う
。

<
６

年
Ｐ

1
3
>

・
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
や

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
に

つ
い

て
、

ど
の

競
技

を
見

た
い

か
、

と
な

り
の

人
と

た
ず

ね
合

い
ま

し
ょ

う
。

<
６

年
Ｐ

3
9
>

・
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

の
ポ

イ
ン

テ
ィ

ン
グ

・
ゲ

ー
ム

を
し

よ
う

。
<
６

年
Ｐ

6
6
>

・
L
e
ss

o
n
6
を

ふ
り

か
え

ろ
う

　
●

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
競

技
名

を
、

聞
い

た
り

言
っ

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
<
６

年
Ｐ

7
3
>
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